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わ
た
く
し
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
法
政
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
、
本
年

三
月
末
ま
で
の
一
年
間
を
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
、
蘭
学
・
日
伽
交
渉
史
に

関
す
る
史
料
を
主
な
対
象
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
背
景
と
も
い
う
べ
き
オ

ラ
ン
ダ
の
学
界
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
く
．
○
・
○
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
調
査
あ
る
い
は
入
手
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

ま
た
で
き
る
か
ぎ
り
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
両
国
内
を
旅
行
し
て
、
そ
の

歴
史
と
現
状
を
知
る
よ
う
に
試
染
た
。
『
ベ
ル
ギ
ー
は
一
八
一
五
年
の
ウ
ィ
ー

ン
会
議
の
結
果
オ
ラ
ン
ダ
に
併
合
さ
れ
た
が
、
’
八
一
一
一
○
年
独
立
運
動
が
起

こ
り
同
年
十
月
に
独
立
を
宣
一
一
一
一
戸
し
た
。
し
か
し
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
は
二
つ
の

一
一
一
一
口
語
、
二
つ
の
人
種
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
ゲ
ル
マ
ン
系
の
フ
ヲ

マ
ン
人
で
フ
ラ
マ
ン
語
を
使
っ
て
お
り
、
他
は
ラ
テ
ン
系
の
ワ
ロ
ン
人
で
フ

ラ
ン
ス
語
を
使
う
。
そ
し
て
フ
ラ
マ
ン
語
は
オ
ラ
ン
ダ
の
一
つ
の
方
一
一
一
一
国
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
・
文
化
的
な
事
情
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
特

に
そ
の
北
部
は
オ
ラ
ン
ダ
と
因
縁
が
深
い
。
例
え
ば
将
軍
吉
宗
の
時
代
に
野

呂
元
丈
が
「
何
蘭
陀
本
草
和
解
」
と
し
て
訳
し
た
蘭
語
原
本
の
頁
○
日
己
（

、
・
の
。
丙
》
》
は
、
ド
ド
ネ
ウ
ス
閃
・
□
・
口
・
ロ
の
目
の
に
よ
っ
て
フ
ラ
マ
ン
語
で
書

日
蘭
関
係
の
史
料
と
史
蹟
叶
索
め
て
（
大
森
）

日
蘭
関
係
の
史
料
と
史
蹟
を
索
め
て

ｌ
オ
ラ
ン
蕊
留
学
の
記
Ｉ

か
れ
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
曾
罫
の
ｓ
ｇ
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
剛
訳
本
が
舶
載
さ
れ
て
老
中
に
一
六
五
九
年
献
上
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
じ
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
者
と
し
て
有
名
な
シ
モ
ン
・
ス
テ
フ
ィ

ン
の
」
日
・
ロ
の
庁
の
ご
旨
は
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
切
目
冊
①
の
出
身
で
あ
る
。

現
在
収
集
し
た
資
料
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
仁
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、
つ
た
な

い
な
が
ら
見
聞
の
一
端
を
記
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。

私
の
研
究
活
動
は
お
も
に
デ
ン
・
ハ
ー
フ
□
の
ロ
国
、
紺
（
正
式
に
は
》
の

○
国
『
の
：
僧
の
）
と
ラ
イ
デ
ン
門
の
昼
の
ロ
で
行
な
わ
れ
た
の
で
、
ま
ず
デ
ン

・
ハ
ー
フ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

デ
ン
・
ハ
ー
フ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
実
質
上
の
首
都
で
、
ま
た
国
際
政
治
の
中

心
で
も
あ
り
、
市
内
各
地
に
緑
の
多
い
公
園
や
バ
ラ
公
園
が
あ
っ
て
市
全
体

が
美
し
い
景
観
を
も
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
蝋
を

基
に
一
九
二
一
一
年
完
成
の
国
際
司
法
裁
判
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
三
世
紀

に
建
築
さ
れ
た
騎
士
の
館
の
あ
る
国
会
、
オ
ラ
ン
ダ
西
印
度
会
社
に
関
係
し

た
ナ
ッ
ソ
ウ
家
の
マ
ウ
リ
ッ
ッ
公
の
十
七
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
邸
宅
９
ウ

リ
ッ
ッ
・
〈
イ
ス
、
現
在
は
美
術
館
）
な
ど
歴
史
家
の
興
味
を
そ
そ
る
建
築
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物
・
銅
像
そ
の
他
が
多
数
あ
る
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
関
心
が
向
け
ら
れ

る
の
が
国
立
総
合
文
書
館
缶
］
ぬ
の
日
の
の
ロ
国
芹
の
胃
・
臣
の
市
で
あ
る
。

四
月
下
旬
の
一
日
、
プ
ラ
イ
ニ
ン
ブ
ル
フ
団
］
の
靴
の
：
目
的
の
通
り
に
面
す

る
文
書
館
を
訪
れ
て
旧
知
の
フ
ァ
ン
・
オ
プ
ス
タ
ル
博
士
Ｕ
Ｈ
・
ぐ
：
○
℃
の
国
皀

に
面
会
し
、
文
書
収
納
庫
へ
案
内
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
ぐ
。
○

○
関
係
文
書
を
一
覧
し
た
の
ち
日
本
・
台
湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
各
部
門

か
ら
重
要
な
文
書
を
ひ
き
だ
し
て
説
明
を
受
け
、
文
書
閲
読
室
・
参
考
図
書

室
を
一
巡
し
て
か
ら
館
長
ほ
か
関
係
者
に
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
の
印
象

は
い
ま
だ
に
薄
れ
て
い
な
い
。

こ
の
文
書
館
は
ネ
オ
・
ゴ
チ
ッ
ク
様
式
の
建
築
物
で
一
九
○
二
年
以
来
、

使
わ
れ
て
お
り
、
内
部
は
薄
暗
い
が
、
文
書
閲
読
室
は
二
つ
の
壁
面
が
ガ
ラ

ス
張
り
で
室
内
は
明
る
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
机
が
五
十
に
満
た
ず
、
そ
の
た

め
九
時
少
し
過
ぎ
に
入
室
す
る
と
座
席
が
な
く
止
む
を
得
ず
帰
宅
す
る
こ
と

が
何
度
か
あ
っ
た
。

そ
し
て
新
館
移
転
後
は
時
代
に
よ
っ
て
は
原
史
料
を
閲
覧
で
き
な
く
な
る

由
を
聞
い
た
の
で
可
能
な
限
り
日
蘭
交
渉
史
関
係
の
文
書
を
閲
覧
す
る
よ
う

心
が
け
た
。
十
一
月
か
ら
本
年
一
月
上
旬
ま
で
は
移
転
業
務
に
あ
て
ら
れ
、

一
月
中
旬
か
ら
新
文
書
館
が
公
開
さ
れ
た
。
新
文
書
館
は
デ
ン
。
ハ
ー
フ
中

央
駅
の
隣
接
地
に
あ
り
、
白
壁
が
映
え
る
近
代
建
築
物
で
、
系
譜
学
セ
ン
タ

ー
○
の
具
日
口
］
団
員
の
目
『
・
ｏ
Ｈ
Ｏ
の
ロ
の
口
］
。
旧
の
な
ど
も
移
転
し
て
併
置
さ
れ

て
い
る
。
文
書
閲
読
室
も
面
積
・
設
備
と
も
に
ひ
じ
ょ
う
に
改
善
さ
れ
た
。

因
み
に
明
る
い
室
内
に
は
一
七
三
席
の
閲
読
机
が
あ
り
、
文
書
請
求
を
し
た

研
究
者
は
机
上
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
書
が
出
納
所
に
届

い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

法
政
史
学
第
三
十
一
一
一
号

研
究
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
注
文
帳
国
の
島
国
・
の
：
に
つ
い
て
は
一

七
二
五
年
以
降
幕
末
ま
で
の
分
を
通
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
｜
部
は
筆
写
し

た
が
大
部
分
は
マ
イ
ク
ロ
ラ
ィ
ル
ム
に
よ
り
収
集
し
た
。
注
文
帳
は
江
戸
時

代
の
日
本
人
の
西
洋
文
明
に
対
す
る
関
心
と
要
求
の
具
体
相
を
示
し
て
お
り
、

ひ
じ
ょ
う
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
縦
約
三
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

約
二
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、
和
紙
を
と
じ
た
帳
面
で
、
和
蘭
通
詞
た
ち

が
毛
筆
で
Ⅲ
文
を
書
い
て
い
る
。
ふ
つ
う
表
紙
に
は
、
例
え
ば
丙
の
骨
の
Ｈ
毎
戸

固
い
。
匠
自
ご
目
》
→
怠
宵
。
・
・
尉
鈩
目
、
国
目
』
の
缶
ｐ
Ｈ
「
、
の
と
か
□
の
国
］
ｍ
・
ゲ

ヨ
自
国
甘
尻
の
〕
】
国
の
Ｈ
］
鴬
冒
巴
〕
の
、
嵐
庁
ぐ
。
。
Ｈ
・
汁
鈩
目
の
首
：
」
⑪
シ
○
』
曾
○
と

記
さ
れ
、
ま
た
「
年
番
課
詞
」
の
朱
の
丸
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は

さ
ら
に
同
じ
朱
印
が
割
っ
て
捺
さ
れ
て
い
る
帳
面
も
あ
る
。
注
文
者
は
将
軍

だ
け
で
は
な
く
、
長
崎
奉
行
・
長
崎
代
官
・
長
崎
会
所
調
役
・
長
崎
町
年
寄

・
和
蘭
通
詞
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
年
代
が
下
る
と
、
老
中

・
有
力
大
名
も
あ
ら
わ
れ
る
。

注
文
帳
を
閲
覧
請
求
す
る
と
、
そ
の
注
文
帳
が
入
っ
て
い
る
一
包
承
の
文

書
束
が
手
渡
さ
れ
た
の
で
、
前
記
の
表
題
の
帳
面
だ
け
で
は
な
く
、
缶
層
日
芹

国
〕
の
。
げ
ぐ
自
国
］
ロ
屍
冒
の
邑
］
丙
冒
且
①
の
風
叶
ぐ
。
。
Ｈ
》
芹
鈩
目
の
§
且
の
少
ｂ

扁
巳
》
ｚ
○
骨
」
の
」
の
Ｈ
尻
○
○
℃
目
、
口
、
◎
丘
眉
己
の
ｐ
Ｈ
ロ
》
庁
缶
目
、
臼
目
』
の
缶
ｂ
』
臼
Ｐ

Ｚ
ｏ
芹
冨
の
』
の
Ｈ
○
回
目
宮
口
駒
○
・
の
」
閂
の
ロ
ゴ
・
・
Ｈ
）
佇
衿
目
の
日
目
』
の
沙
○
局
］
⑭

な
ど
の
各
種
の
文
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
。
注
文

に
つ
い
て
は
、
馬
・
鳥
・
物
品
（
時
計
や
テ
ー
ブ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
彩
色

の
絵
を
、
ま
た
布
類
で
は
布
地
見
本
を
そ
え
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
注
文
品
が
す
べ
て
舶
載
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
実
情
は

輸
入
物
砧
を
記
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
記
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

七
○

Hosei University Repository



る
が
、
そ
の
史
料
は
一
六
二
一
年
以
後
分
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
イ

ン
ド
会
社
か
ら
の
将
軍
そ
の
他
に
対
す
る
献
上
品
の
リ
ス
ト
も
一
六
三
三
年

以
後
の
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
相
当
数
閲
覧
し
、
こ
の
他
に
も
出

島
商
館
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
注
文
書
、
砲
術
関
係
史
料
そ
の
他
を
採
集
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
長
年
月
を
経
て
い
る
た
め
い
ち
じ
る
し
く
損
傷

し
た
史
料
も
あ
り
、
請
求
を
し
た
も
の
の
〈
の
］
の
Ｃ
尊
の
画
日
》
》
と
請
求
書
に
記

入
さ
れ
て
返
さ
れ
、
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
史
料
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

文
書
館
に
集
ま
る
東
ア
ジ
ア
関
係
の
研
究
者
が
毎
週
水
曜
日
に
昼
食
を
と

も
に
し
て
い
る
が
、
私
も
何
度
か
出
席
し
、
ま
た
閲
読
室
で
知
人
と
な
っ
た

り
し
て
オ
ラ
ン
ダ
は
も
ち
ろ
ん
ス
リ
ラ
ン
カ
・
台
湾
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
の
研
究
者
を
知
己
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
望
外
の
喜
こ
び
で

あ
っ
た
。

ま
た
文
書
借
覧
中
で
も
館
外
へ
で
る
こ
と
は
自
由
で
あ
っ
た
か
ら
、
し
ば

し
ば
外
出
し
て
古
書
店
や
美
術
品
店
を
の
ぞ
い
た
り
、
や
や
遠
出
し
て
〈
－

グ
の
森
を
散
策
し
て
疲
れ
を
い
や
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
森
に
あ
る

「
森
の
王
宮
」
に
は
文
久
遣
欧
使
節
一
行
が
招
か
れ
歓
待
さ
れ
た
と
い
う
が
、

水
と
緑
の
美
し
い
公
園
で
あ
る
。

ラ
イ
デ
ン
田
の
已
目
は
、
博
物
館
都
市
と
言
わ
れ
、
国
立
民
俗
学
博
物
館

国
］
庶
日
口
吻
の
ロ
日
ｄ
ｏ
ｏ
Ｈ
ぐ
・
房
凰
２
口
」
の
．
自
然
科
学
史
博
物
館
冒
巨
印
の
ロ
曰

く
。
。
Ｈ
の
①
ｍ
・
面
の
』
日
、
ぐ
目
甸
詮
百
日
ョ
の
（
の
ロ
の
・
旨
ど
の
ロ
・
古
代
史
博
物
館

冨
口
、
の
ロ
曰
く
目
○
且
丘
の
』
の
口
・
博
物
学
博
物
館
冒
巨
、
の
ロ
曰
く
目
ｚ
四
目
‐

日
］
芹
の
国
〕
ｍ
８
Ｈ
］
の
．
風
車
博
物
館
旨
・
］
の
ロ
日
ロ
の
の
ロ
曰
く
ｅ
①
ぐ
国
扁
）
そ
の
他

の
多
く
の
博
物
館
が
あ
り
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
が
あ
る
。

こ
の
大
学
は
、
一
五
七
四
年
に
長
期
間
に
わ
た
る
籠
城
に
耐
え
ス
ペ
イ
ン
軍

日
蘭
関
係
の
史
料
と
史
蹟
を
索
め
て
（
大
森
）
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の
攻
撃
を
防
い
だ
ラ
イ
デ
ン
市
民
に
対
し
て
ウ
イ
リ
ァ
ム
公
が
寄
贈
し
た
も

の
で
、
公
が
永
代
免
租
と
大
学
の
ど
ち
ら
か
を
、
と
言
っ
た
の
に
対
し
市
民

は
大
学
を
選
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
昨
年
創
立
四
百
五
周
年
記

念
式
典
が
催
さ
れ
、
私
も
来
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
る
光
栄
に
浴
し
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
は
大
き
な
キ
ャ
ン
。
〈
ス
を
も
た
ず
、
ま
た
新
旧
さ
ま
ざ
ま

の
建
物
を
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
駅
前
の
モ
ダ
ン
な
ピ
ル
も
そ
の
一
部
で

あ
る
が
、
法
学
部
の
校
舎
は
旧
牢
獄
で
あ
る
。
そ
し
て
関
係
施
設
は
ほ
と
ん

ど
が
ラ
ー
ペ
ン
ブ
ル
フ
街
と
そ
の
付
近
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
大
学
は

日
下
市
街
西
側
の
ウ
ィ
ッ
テ
運
河
に
沿
っ
た
土
地
に
大
き
な
新
校
舎
を
建
設

中
で
あ
る
か
ら
、
近
い
将
来
多
く
の
大
学
施
設
が
そ
こ
に
集
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

ラ
イ
デ
ソ
ヘ
の
訪
問
者
は
、
市
役
所
前
を
走
る
プ
レ
ー
通
り
や
商
店
街
の

ハ
ー
レ
ム
通
り
と
あ
わ
せ
て
ラ
ー
ペ
ン
ブ
ル
フ
街
の
名
を
記
憶
す
る
で
あ
ろ

う
。
ラ
イ
デ
ン
市
の
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
街
区
は
、

同
名
の
運
河
を
は
さ
ん
で
Ｌ
字
形
の
街
並
糸
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の

街
並
糸
は
古
く
か
ら
学
者
・
文
人
た
ち
が
居
を
構
え
た
こ
と
で
有
名
で
あ
っ

て
、
デ
カ
ル
ト
を
は
じ
め
と
し
て
江
戸
時
代
の
日
本
医
学
思
想
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ラ
イ
デ
ン
大
学
長
で
あ
っ
た
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
国
・
国
・
の
呂
口
目
の

や
シ
ー
ポ
ル
ト
恩
・
吋
門
・
ぐ
・
口
段
の
す
。
臣
な
ど
の
住
居
が
、
い
ま
も
使
わ

れ
て
い
る
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
そ
の
住
居
の
一
部
に
日
本
か
ら
持
帰
っ
た
物

品
を
公
開
展
示
し
た
が
、
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
民
俗
学
博
物
館
の
さ

き
が
け
と
な
っ
た
。
こ
の
ラ
ー
ペ
ン
プ
ル
フ
の
街
並
承
が
つ
き
て
ド
ゥ
ザ
通

り
に
連
な
ろ
う
か
と
す
る
一
角
に
、
有
名
な
物
理
学
者
カ
メ
リ
ン
・
オ
ン
ネ

ス
の
名
を
冠
し
た
研
究
所
を
斜
め
右
前
方
に
望
承
な
が
ら
、
ラ
イ
デ
ン
大

法
政
史
学
第
一
一
一
十
三
号

学
日
本
学
韓
国
学
セ
ン
タ
ー
○
ｍ
目
口
曰
く
。
。
Ｈ
『
眉
目
・
］
巴
：
ロ
尻
・
例
の
目
‐

】
島
の
丙
が
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
付
属
の
研
究
施
設
で
あ
る

が
、
ま
た
教
育
施
設
で
も
あ
っ
て
同
大
学
日
本
学
科
の
授
業
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
初
代
所
長
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
門
弟
で
あ
り
ラ
イ
デ
ン
大
学

に
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
最
初
の
日
本
学
科
を
創
設
し
た
ホ
フ
マ
ン
］
・
］
・
国
・
凍
日
目

で
あ
り
、
現
所
長
フ
ォ
ス
博
士
印
・
｛
・
Ｄ
Ｈ
・
句
・
『
○
ｍ
は
第
四
代
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
日
本
学
関
係
図
書
が
史
料
・
参
考
文
献
と
も
和
洋
に
わ

た
っ
て
相
当
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
研
究
上
の
便
宜
を
得
る
こ
と
が
多

い
。
同
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
和
書
一
五
二
部
に
つ
い
て
は
許
可

を
え
て
詳
し
く
調
査
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
和
書
は
シ
ー
ポ
ル
ト
、
フ
ィ
ッ
セ

ル
、
ヘ
ー
ル
ッ
そ
の
他
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
立
惜
葉
館
宛
篇
呂
の
制
す
日
甘
日
は
、
日
本
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
徒
歩
約
一
一
一

分
、
ウ
ィ
ッ
テ
運
河
と
フ
リ
ー
ト
川
と
を
連
結
す
る
水
路
に
そ
う
ス
ヘ
ル
ペ

ン
・
カ
ー
デ
街
に
あ
る
。
謄
葉
は
お
し
葉
の
意
で
あ
る
が
、
同
館
は
植
物
学

研
究
所
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
お
り
、
所
蔵
す
る
胎
葉
標
本
の
数
は
三
百

万
枚
を
こ
す
と
言
わ
れ
世
界
第
五
位
を
誇
っ
て
い
る
。
七
月
下
旬
か
ら
八
月

中
旬
ま
で
の
三
週
間
、
木
学
講
師
石
山
禎
一
氏
と
私
が
調
査
し
た
の
ち
、
九

月
、
十
一
月
の
ほ
ぼ
二
カ
月
、
連
日
同
館
で
単
独
で
調
査
を
続
け
、
日
本
の

学
界
に
は
未
知
の
多
く
の
資
料
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
書
庫
内
の
二

つ
の
読
書
机
の
一
つ
を
終
日
私
が
使
用
し
続
け
た
た
め
に
、
多
く
の
研
究
員

に
迷
惑
が
か
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
し
て
私
は
正
式
に
招
か

れ
た
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
査
を
可
能
に
し
た
も

の
は
、
館
長
カ
ル
ク
マ
ン
博
士
印
・
［
・
Ｕ
Ｈ
・
○
・
尻
口
岸
日
目
、
研
究
員
フ
ィ

ン
ク
博
士
□
儲
・
言
。
ご
】
鳥
さ
ら
に
図
書
館
の
フ
ォ
ー
ヘ
レ
ン
ザ
ソ
ク
旨
Ｈ
・

七
二
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く
○
ｍ
の
］
の
目
目
、
ル
ッ
ト
冒
尉
・
伊
具
両
氏
た
ち
の
暖
い
好
意
で
あ
っ
た
。
異

国
で
う
け
る
好
意
は
こ
と
さ
ら
身
に
し
承
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
一
月

末
の
こ
ろ
、
脂
葉
館
を
辞
し
て
疲
れ
た
身
を
駅
へ
運
ぶ
と
き
、
ふ
と
振
り
か

え
っ
て
見
る
階
葉
鮒
の
建
物
が
、
ま
だ
午
後
四
時
だ
と
い
う
の
に
も
う
陽
は

お
ち
て
ほ
の
暗
い
な
か
に
静
か
な
た
だ
ず
ま
い
を
見
せ
、
ラ
ー
ペ
ン
ブ
ル
フ

の
運
河
ぞ
い
の
葉
が
お
ち
つ
く
し
た
街
路
樹
の
列
の
な
か
に
点
在
し
て
い
る

ガ
ス
燈
形
の
街
路
灯
が
あ
わ
い
光
を
あ
た
り
に
な
げ
か
け
て
い
た
。

新
発
見
の
資
料
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
シ
ー
ポ
ル
ト
と
そ
の
後
継
者
ピ
ュ

ル
ゲ
ル
の
自
筆
の
書
簡
を
含
む
関
係
文
書
、
シ
ー
ポ
ル
ト
収
集
の
、
ま
た
門

人
伊
藤
圭
介
・
平
井
海
蔵
そ
の
他
が
収
集
し
シ
ー
ポ
ル
ト
に
献
呈
し
た
脂
葉

標
本
と
和
書
、
樹
木
標
本
、
明
治
初
期
の
お
雇
い
外
人
教
師
で
「
日
本
薬
局

方
」
を
起
草
す
る
な
ど
し
て
日
本
薬
学
の
基
礎
を
き
ず
い
た
ヘ
ー
ル
Ｚ
収
集

の
和
書
（
階
葉
館
の
一
部
で
は
こ
れ
を
シ
ー
ポ
ル
ト
収
集
と
信
じ
て
い
た
）

な
ど
で
あ
っ
て
、
ヘ
ー
ル
ッ
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
日
本
研
究
に
触
発
さ
れ
て
来

日
し
、
伊
藤
や
京
都
の
明
石
博
高
な
ど
と
親
交
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
び

と
は
日
本
近
代
化
の
貢
献
者
の
系
譜
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
高
野
長
英
そ
の
他
の
門
人
が
提
出
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
論
文
が

シ
ー
ポ
ル
ト
の
大
著
Ｒ
冨
層
○
口
．
》
に
ど
う
貢
献
し
た
か
は
、
緒
方
富
雄
、

そ
の
他
の
諸
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
伊

藤
・
平
井
ら
に
よ
り
献
じ
ら
れ
た
胎
葉
標
本
な
ど
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
日
本

植
物
研
究
に
対
す
る
か
れ
ら
の
貢
献
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

僅
か
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
興
味
あ
る
研
究
課
題
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
調
査
に
大
き
い
便
宜
を
与
え
て
く
れ
た
謄
葉
館
に

対
し
て
、
私
は
新
発
見
の
和
文
古
文
書
の
ロ
ー
マ
字
式
解
読
と
英
訳
を
提
供

Ｎ
耐
関
係
の
史
料
と
史
趾
を
索
め
て
（
大
森
）

し
、
ま
た
同
館
所
蔵
の
へ
Ｉ
ル
ッ
旧
蔵
書
販
売
目
録
を
一
訂
正
す
る
な
ど
若
干

の
寄
与
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
入
手
し
た
同
目
録
や
（
〈
○
四
国
］
・
唱
叩
ご
ロ
、
の
］

■
・
旨
日
臼
田
巨
且
ロ
ロ
・
恩
国
司
］
》
》
な
ど
に
よ
っ
て
調
査
を
続
け
た
結
果
、
関

係
史
料
を
日
附
両
国
で
さ
ら
に
博
控
す
る
必
要
性
、
シ
ー
ポ
ル
ト
や
へ
－
ル

ッ
収
集
の
和
書
に
つ
い
て
日
本
学
セ
ン
タ
ー
・
脂
葉
館
・
ラ
イ
デ
ン
大
図
書

館
・
民
俗
学
博
物
館
を
総
合
的
に
調
査
す
る
必
要
を
さ
と
っ
た
。
》
」
の
事
は

地
図
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
シ
ー
ポ
ル
ト
の
業
績
の
意
義
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
か
れ
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
国
内
の
門
人
と
の
関
係
さ
ら
に
オ
ラ
ン

ダ
側
の
研
究
者
す
な
わ
ち
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
国
冒
、
の
Ｈ
、
テ
ミ
ン
ク
目
の
日
旦
鳥
、

ブ
ル
ー
メ
囚
口
日
の
、
ミ
ク
ェ
ル
冒
目
の
］
な
ど
の
意
義
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
一
面
に
お
い
て
日
本
博
物
学
の
西
欧
の
学

界
に
対
す
る
寄
与
を
解
明
す
る
こ
と
に
通
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
呉
秀
三
博
士

が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
開
国
へ
の
貢
献
と
い
う
政

治
活
動
に
つ
い
て
も
、
最
近
オ
ラ
ン
ダ
で
は
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
博
士
目
・
旨
四
・

Ｆ
の
目
が
論
じ
て
い
る
が
、
総
合
文
書
館
で
調
査
し
た
結
果
、
日
本
開
国
を

望
む
欧
米
諸
倒
の
政
策
に
か
ら
む
シ
ー
ポ
ル
ト
の
書
簡
が
か
な
り
植
民
竹
文

書
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
解
っ
た
。

ラ
イ
デ
ソ
大
学
本
部
は
ラ
ー
ペ
ソ
ブ
ル
フ
運
河
の
ほ
ぼ
な
か
ほ
ど
に
あ

り
、
十
六
世
紀
建
立
と
い
う
旧
尼
僧
修
道
院
の
建
物
の
な
か
に
は
新
任
教
授

た
ち
の
就
任
誹
演
そ
の
他
の
公
式
行
事
が
行
な
わ
れ
る
広
間
や
歴
代
の
教

授
の
油
絵
肖
像
画
が
壁
面
い
つ
ぱ
い
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
評
議
員
室
な

ど
が
あ
る
が
、
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
語
る
大
学
史
博
物
館
缶
・
巳
の
目
、
・
ず

国
】
ｍ
８
Ｈ
〕
の
・
ず
冒
巨
の
①
ロ
日
は
小
室
な
が
ら
興
味
を
ひ
く
史
料
を
展
示
し
て
お

七
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り
、
隣
接
の
付
属
植
物
園
四
・
Ｈ
日
②
国
・
国
日
日
叩
の
景
観
と
史
的
調
査
対
象

と
な
る
植
物
な
ど
と
同
様
に
一
度
は
足
を
は
こ
び
見
る
べ
き
所
で
あ
る
。

大
学
木
部
正
面
か
ら
出
て
ノ
ン
ネ
ン
橋
を
渡
り
右
折
し
て
約
六
十
メ
ー
ト

ル
で
大
学
図
書
館
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
で
稀
親
書
に
属
す
る
洋
書
を
か

な
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ま
た
多
数
の
和
書
と
日
本
関
係
の
地
図
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
和
書
は
セ
ル
リ
エ
の
分
類
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
図
書
館
で
興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
図
書
検
索
カ
ー
ド
で
、
古
い
年
代
の
分

は
大
福
帳
式
の
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
デ
ン
駅
に
近
い
民
俗
学
博
物
館
に
は
日
本
室
が
あ
っ
て
江
戸
期
の
物

品
を
展
示
し
て
い
る
が
、
収
蔵
庫
に
あ
る
シ
ー
ポ
ル
ト
収
集
品
の
多
種
・
多

量
さ
に
は
た
だ
雌
く
ぼ
か
は
な
く
、
ま
た
か
れ
以
外
の
人
物
収
集
の
和
書
も

あ
る
。
日
本
室
の
展
示
室
総
面
積
に
占
め
る
割
合
は
小
さ
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
部
門
の
方
が
は
る
か
に
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
日
本
部
門
担
当
研
究
員
は
、
主
任
の
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ッ
ク
氏
冒
Ｈ
・

ぐ
目
の
口
唇
と
助
手
一
名
の
染
で
、
手
不
足
の
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

民
俗
学
博
物
館
と
な
ら
ん
で
口
然
科
学
史
博
物
館
冒
息
の
ロ
日
『
・
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
，

ｍ
・
嵐
の
』
日
切
ｄ
：
ｚ
四
首
貝
司
の
（
の
ｐ
ｍ
Ｃ
冒
目
の
ロ
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
自
然
科
学
の
歴
史
を
語
る
史
料
や
科
学
器
械
が
豊
富
に
所
蔵
展
示
さ

れ
て
い
る
が
、
黄
金
時
代
と
い
う
十
七
世
紀
の
自
然
科
学
者
、
特
に
ホ
イ
ヘ

ソ
ス
○
す
田
口
滴
③
ロ
の
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
剛
学
に
関
す
る
問
題
を
調

査
す
る
た
め
に
私
も
何
度
か
足
を
運
ん
だ
が
、
蘭
学
は
自
然
科
学
や
技
術
を

主
な
内
容
と
し
て
い
る
た
め
同
館
で
販
売
し
て
い
る
出
版
物
は
蘭
学
史
研
究

の
良
い
参
考
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
ミ
ュ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ッ
ク
員
ロ
、
、
号
の
ロ
ー

胃
・
の
丙
や
オ
ラ
ン
ダ
の
術
の
変
還
に
関
す
る
研
究
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

法
政
史
学
第
三
十
一
一
一
号

き
た
。
ま
た
剛
学
の
背
鑑
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
科
学
・
技
術
の
当
時
の
状
況
を

知
る
た
め
に
も
、
同
館
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
な
お
、
ホ
イ
ヘ
ン
ス
に
つ
い
て
は
デ
ン
・
ハ
ー
フ
の
近
郊
フ
ォ
ァ
ブ
ル

フ
ご
・
・
Ｈ
冒
温
に
あ
る
ホ
イ
ヘ
ン
ス
家
の
旧
邸
ホ
ッ
フ
ワ
イ
ク
国
・
ず
】
］
・
岸

を
一
度
は
訪
ね
る
の
が
よ
い
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
、
国
立
博
物
館
両
芹
ｍ
Ｂ
Ｅ
ｍ
の
ロ
日
の
Ⅱ
本
部
門
の

平
戸
出
身
の
コ
ル
ネ
リ
ァ
｜
家
を
術
い
た
油
絵
や
出
島
の
模
型
な
ど
、
そ
の

他
に
も
記
す
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
こ

で
は
除
き
、
日
附
交
渉
史
の
観
点
か
ら
因
縁
の
あ
る
ほ
か
の
地
方
都
市
に
つ

い
て
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。

よ
く
人
は
オ
ラ
ン
ダ
に
は
川
・
坂
が
な
い
と
い
う
が
、
大
部
分
の
観
光
客

が
訪
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
西
部
の
北
ホ
ラ
ン
ド
・
南
ホ
ラ
ン
ド
両
州
に
限
れ
ば
、

こ
の
印
象
は
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
東
部
の
ヅ
ヴ
ォ
レ
臼
司
・
馬

か
ら
ア
ペ
ル
ド
ー
ル
ン
鈩
己
①
］
」
○
・
日
を
経
て
ア
ー
ネ
ム
シ
目
冨
日
に
至

る
地
域
は
、
広
大
な
森
林
丘
陵
地
粥
で
あ
り
、
ま
た
最
南
端
の
リ
ン
ブ
ル
フ

州
は
全
体
が
丘
陵
地
帯
で
あ
っ
て
、
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
ド
ラ
イ
ブ

は
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
森
林
美
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
。

ア
ー
ネ
ム
か
ら
ラ
イ
ン
河
を
渡
っ
て
少
し
南
の
地
点
に
あ
る
ネ
イ
メ
ー
ヘ

ン
ヱ
］
］
日
の
、
の
ロ
は
、
ラ
イ
デ
ン
と
結
ぶ
ラ
イ
ン
河
の
線
に
よ
っ
て
紀
元
二

仙
紀
に
ロ
ー
マ
帝
国
領
の
北
限
線
を
形
成
し
た
都
市
で
あ
る
。
ワ
ー
ル
河
ぞ

い
の
丘
に
は
西
暦
七
九
九
年
建
設
の
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
期
の
チ
ャ
ペ
ル
が
八

角
形
の
そ
の
姿
を
道
し
、
市
中
の
古
く
て
美
し
い
計
量
所
と
と
も
に
そ
の

長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
リ
ン
ブ
ル
フ
州
の
ヘ
ー
レ
ン

国
の
臼
］
の
ロ
に
は
、
近
年
帝
政
ロ
ー
マ
時
代
の
浴
場
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡

七
四
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保
存
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
巨
大
な
覆
の
建
物
内
の
架
橋
の
う
え
に
立
っ
て

録
音
テ
ー
プ
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
温
湯
槽
・
微
温
湯
槽
・
冷
水
槽
な
ど
そ

の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
る
か
に
北
上
し
て
デ
ヴ
ェ
ン

タ
ー
ロ
の
ぐ
の
日
の
Ｈ
を
訪
れ
よ
う
。
ア
イ
セ
ル
河
に
の
ぞ
む
こ
の
都
市
は
、
中

世
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
を
通
じ
て
政
治
・
経
済
・
文
化
・
宗
教
の
中
心
地
の

一
つ
で
あ
っ
た
が
、
大
教
会
を
は
じ
め
史
蹟
に
冨
設
史
都
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ

わ
し
い
。
デ
カ
ル
ト
は
一
六
一
一
三
’
一
一
一
年
こ
の
地
に
住
ん
だ
が
、
こ
の
一

事
に
よ
っ
て
も
そ
の
知
的
雰
囲
気
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ

こ
で
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣
は
、
ベ
ル
ト
海
沿
岸
の
各
地
や
は
る
か
遠
く
ソ
連
に

お
い
て
も
発
見
さ
れ
る
と
い
う
。
ハ
ン
ザ
同
盟
の
建
物
が
い
ま
も
負
出
目
月

の
：
。
。
］
．
》
と
い
う
名
の
も
と
に
校
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら

に
私
が
刺
し
糸
を
覚
え
た
の
は
、
こ
の
地
が
長
崎
出
肪
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

医
師
と
し
て
勤
務
し
た
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
（
自
国
〕
旨
の
の
生
誕
地
で
あ
る
故

で
あ
ろ
う
。
私
は
三
度
こ
こ
を
訪
れ
た
が
、
い
つ
も
史
蹟
や
古
い
建
築
物
さ

ら
に
博
物
館
を
ゆ
っ
く
り
巡
り
、
石
畳
の
坂
道
を
登
り
降
り
し
な
が
ら
鎌
倉

と
デ
ヴ
ェ
ン
タ
ー
を
比
べ
日
欧
の
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
し
て
自
由
な

時
間
を
す
ご
し
た
。

デ
ヴ
ェ
ン
タ
ー
よ
り
北
の
地
方
に
は
ゆ
っ
く
り
滞
在
す
る
こ
と
は
な
く
、

列
車
・
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
フ
ロ
ー
ー
ー
ン
ヘ
ソ
の
Ｈ
・
巳
温
の
口
、
レ
イ
ワ
ー

ル
デ
ン
門
の
①
ゴ
ロ
己
の
ロ
、
デ
ン
。
エ
フ
ェ
ル
』
の
百
○
の
ぐ
の
Ｈ
な
ど
を
通
過
し

た
の
糸
で
あ
っ
た
が
、
時
は
八
月
、
ア
ッ
セ
ン
レ
の
ｍ
の
ロ
や
フ
ロ
ー
ニ
ン
ヘ

ン
の
農
業
と
野
づ
ら
の
風
景
や
咲
き
誇
る
花
に
、
南
部
と
は
か
な
り
異
な
る

気
候
・
風
土
を
知
っ
た
。
と
く
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
北
海
と
ザ
イ
デ
ル
海

と
を
区
切
る
、
全
長
三
○
伽
、
幅
九
○
池
の
大
堤
防
を
通
っ
た
こ
と
で
、
’

Ｈ
剛
関
係
の
史
料
と
史
蹟
を
索
め
て
（
大
森
）

七
五
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九
一
九
年
に
着
工
し
完
成
し
た
の
は
一
九
一
一
一
二
年
で
あ
る
。
二
つ
の
海
を
区

切
る
意
想
は
遠
く
一
七
世
紀
に
始
ま
る
と
い
う
が
、
「
神
は
世
界
を
作
り
、

オ
ラ
ン
ダ
人
は
オ
ラ
ン
ダ
を
作
っ
た
」
「
水
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
で
あ
り
敵

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
そ
こ
に
干
拓
事
業
の
真
髄
と
オ
ラ
ン
ダ
人

の
忍
耐
力
の
強
さ
を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

北
ホ
ラ
ン
ド
・
南
ホ
ヲ
ン
ド
・
ゼ
ー
ラ
ン
ド
の
一
一
一
州
に
は
、
東
イ
ン
ド
会

社
の
東
洋
貿
易
に
よ
っ
て
よ
く
栄
え
た
都
市
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら

の
都
市
は
ど
れ
も
一
七
世
紀
の
建
物
を
多
く
持
っ
て
い
て
、
路
面
の
石
だ

た
承
と
と
も
に
往
時
の
賑
わ
い
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。
エ
ソ
ク
ハ
イ
ゼ
ン

団
口
辱
巳
薗
の
ロ
に
残
る
ぺ
。
〈
－
〈
イ
ス
団
①
層
の
島
日
の
（
胡
椒
倉
庫
）
も
印
象

に
の
こ
っ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ル
ン
国
○
・
日
に
行
く
と
海
事
の
国
オ
ラ
ン
ダ

の
印
象
が
い
っ
そ
う
強
く
焼
き
つ
け
ら
れ
る
。
一
四
世
紀
に
発
展
し
は
じ
め

て
一
七
世
紀
に
最
盛
期
を
む
か
え
た
こ
の
都
市
は
、
南
米
大
陸
の
先
端
を
ヨ

ー
ロ
ッ
．
〈
人
と
し
て
始
め
て
航
海
し
た
ス
ハ
ウ
テ
ン
ゴ
・
の
９
．
日
の
ロ
や
バ

タ
フ
ィ
ァ
建
設
者
と
し
て
名
高
い
東
イ
ン
ド
総
督
ク
ー
ン
〕
・
句
・
Ｏ
Ｃ
Ｂ
の

出
身
地
で
あ
る
。
ク
ー
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
海
事
発
展
の
象
徴
的
人
物
で
あ
ろ
う
。

市
の
計
量
所
前
の
広
場
に
あ
る
ク
ー
ン
の
銅
像
。
港
の
岸
壁
に
あ
っ
て
出
船

入
船
を
送
り
迎
え
す
る
か
の
よ
う
な
三
人
の
人
物
の
銅
像
。
岸
壁
の
側
に
そ

び
え
東
洋
貿
易
の
活
況
を
見
守
っ
た
塔
。
ど
れ
も
が
こ
の
市
の
シ
ム
ポ
ル
で

あ
る
。
や
や
南
下
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
近
く
ザ
ー
ン
ダ
ム
腺
目
骨
日

に
は
、
造
船
術
を
習
得
す
る
た
め
に
そ
の
身
分
を
隠
し
た
と
い
う
ロ
シ
ヤ
の

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
住
居
が
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
人
は
小
さ
い
木
札
に
よ
っ

て
そ
れ
を
知
る
の
桑
で
あ
る
。
そ
の
家
は
茶
褐
色
の
レ
ン
ガ
を
積
承
あ
げ

た
、
屋
根
裏
を
ふ
く
め
て
三
階
建
の
も
の
で
あ
る
。

法
政
史
学
第
三
十
一
一
一
号

ハ
ー
レ
ム
国
窟
些
の
日
は
一
○
世
紀
か
ら
栄
え
始
め
文
化
・
宗
教
の
中
心

で
あ
っ
た
都
市
で
あ
る
が
、
い
ま
も
そ
の
地
位
は
ゆ
ろ
が
な
い
。
街
並
孝
は

中
世
風
の
雰
囲
気
を
も
ち
、
歴
史
的
関
心
か
ら
は
特
に
フ
ロ
ー
ト
・
マ
ル
ク

ト
広
場
の
景
観
が
す
ば
ら
し
い
。
後
期
ゴ
チ
ッ
ク
様
式
の
聖
パ
ヴ
ォ
教
会
や

市
役
所
な
ど
が
広
場
を
か
こ
ん
で
偉
容
を
ほ
こ
っ
て
い
る
。
商
業
都
市
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
近
い
こ
の
地
に
は
富
裕
な
商
人
も
多
か
っ
た
が
、
’
七
世
紀

に
は
ハ
ル
〆
吋
・
国
②
］
の
、
ラ
イ
ス
ダ
ー
ル
］
・
『
目
囚
こ
の
骨
の
｝
を
筆
頭
と

す
る
一
群
の
画
家
が
輩
出
し
た
。
ま
た
聖
バ
ヴ
ォ
教
会
の
大
オ
ル
ガ
ン
は
、

オ
ル
ガ
ン
が
よ
く
普
及
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
で
も
特
に
有
名
で
、
か
つ
て
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ハ
イ
ド
ン
も
演
奏
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
一
七

五
二
年
に
民
間
の
有
志
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
自
然
科
学
協
会
が
設
立
さ
れ
現

在
も
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
種
の
団
体
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
諸
国
で
は
、
例
え
ば
ロ
イ
ヤ
ル
・
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
詞
・
忌
旨
口
、
藤
島
・
口
の
よ
う
に
王
や
皇
帝
の
影
響
の
も

と
で
同
種
の
組
織
が
創
設
さ
れ
た
の
に
反
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
民
間
人
に
よ

っ
て
い
る
こ
と
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
前
記
の
協
会
の
事
務
局
は
テ
イ
ラ

ー
ス
博
物
館
目
の
世
の
Ｈ
⑩
冒
口
⑭
の
ロ
日
に
あ
る
が
、
同
館
に
は
一
七
’
九
世
紀

の
自
然
科
学
の
発
達
を
屯
の
語
る
史
料
や
器
具
の
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
私
も
こ
こ
を
訪
れ
て
オ
ラ
ン
ダ
科
学
史
の
史
料
を
質
し

た
が
、
二
度
と
も
親
切
な
応
対
を
う
け
、
例
え
ば
一
八
一
○
年
に
す
で
に
日

本
植
物
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
そ
れ
よ
り

二
○
年
も
は
や
く
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
が
誇
る
自
然

科
学
者
フ
ァ
ン
マ
ル
ム
富
．
ご
目
旨
日
口
日
の
生
涯
と
業
績
に
関
す
る
研
究

論
文
集
五
巻
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

七
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こ
の
他
に
も
、
わ
た
く
し
は
南
ホ
ラ
ン
ド
州
の
、
前
記
し
た
デ
ン
・
〈
－

フ
、
ラ
イ
デ
ン
以
外
の
デ
ル
フ
ト
ロ
の
房
、
〈
ウ
ダ
の
。
ａ
口
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
閃
Ｃ
芹
の
Ｈ
昔
日
、
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
ロ
。
Ｈ
骨
の
。
耳
、
さ
ら
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
州
の

中
心
で
二
千
年
の
歴
史
を
も
つ
ユ
ト
レ
ヒ
ト
ロ
ヰ
の
・
胃
、
そ
し
て
ゼ
ー
ラ
ン

ド
州
の
ミ
ッ
デ
ル
ブ
ル
フ
冒
邑
の
」
冒
温
と
フ
リ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
ご
］
厨
の
函
の
ロ

を
訪
れ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
と
あ
わ
せ
て
今
回
は
割
愛
し
よ
う
。

な
お
、
「
研
修
報
告
集
」
第
一
号
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
）
、
雑
誌
「
法
政
」

昭
和
五
十
五
年
十
月
号
、
「
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
三
十
七
号
人
文
篇

に
そ
れ
ぞ
れ
関
連
記
事
が
あ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
こ

の
つ
た
な
い
報
文
か
ら
諸
者
が
何
か
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
の

望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
’
九
八
○
・
二
一
成
稿
）

日
附
関
係
の
史
料
と
史
欧
を
索
め
て
（
大
森
）
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南オランダの風景右611の小さい建物のに１丁で日本風の茶会が行なわれる。
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